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This time we examined on the following headings， 
松井武夫
I. The quantitative determination of HCl wbich generates when cetyl chloromethyl 
ether and dicyandiamide condensate 
H. The examination of the condensation product and fr:ee cetyl alcohol which is produced 
during the condensation 














Cu H33 .O.CH2 Cl十H20-→ClsH33 OH十HCHO十HCl
故にととに定量される HClはすべて結合によって生成するもりではたく上記分解によるものも混合す
る。この場合は HCl1モルにつき HCHOが 1モル発生するから HCHOを定量することによって求






Jレコールは多量D塩素と HCHOを含む様である口ベンゼンを蒸発したものを諸液 1とし， 4園田洗j傍
後ベンゼンを除いたもりを漣液5とし，縮合物及び措液夫々について塩素を定量した。即ち
結合物中に含まれる塩素 18.89% 
穂波 1 / 1.85出













ジシアンジアミド 21gに塩醍(12N.26.3g)を作用せしめて作ったD 理論量30.1gに対レ 34.2gを得
NH 
ノ/























結合に使用したセチルクロロメチルヱ戸テノレ (44.6g，純度 85.7%) の縮合前に含有する塩素量は
4.754g (A) 
(i) 結合時D脱塩化水素 0.247g中の塩素 0.240g 
(ii) 縮合物 Gll.3g，塩素含有 18.9%)中の塩素 2.136g 
(iii) 綜合物をベンゼンで、洗礁した液〈擢液1)から得られる遊離アルコール (23.9g，塩素含有1.9%)
中む塩素 0.454g 
(iii)企上諸液 2，3，4，5から得られる遊離アルコ戸ル (15.8g，塩素含有 0.6%)中の塩素 0.0堕旦一
計2.925g(B)




























塩蹴塩と仮定してむ理論値 25.70 40.43 
之によると 1回D水洗ではまだ不完全だが塩素含有量は著しく低下して居る口窒素は依然としτ409百
を示して居る。一方洗J夜残置は窒素含有からは殆んどシアナミ F塩酸塩の理論値と一致して居るが塩素
含有はややfAい。故に之をシアナミドの塩酸塩であると断定し難いが略之に近いもりと思う口之は又縮
合物の一部が溶解して混合して来たか又は HCHOがi段差に含まれるから之と縮合物の溶液又はシアナ
ミドとの反応生成物が混入して来たためでないかと思はれる。之については更に究明主要するものと思
う口
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